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凡　　例

１．	遺構および遺物の実測図の縮尺は、それぞれ図に明記しているが、原則として以下のとおりである。

遺構　　平・断面図・・・・・・・1/20、1/40、1/50

２．	遺構図中で使用したスクリーントーンの凡例は以下のとおりである。

３．遺構の断面図、基本層序図における「313.0m」等の数値は標高を表す。また試掘調査時レベルを

使用せず、地表から簡易的に測量した断面図には縦のスケールのみ表記した。

４．遺物分布図におけるドットは次の遺物を表す。

　　土　器・・・・・・・●　　　　　　　石　器・・・・・・・■

　　獣　歯・・・・・・・△

５．	試掘調査地位置図は都市計画図を基に作成し、縮尺は 1/5,000 である。トレンチ配置図の縮尺は

建築範囲に合わせて決定しているため統一しておらず、それぞれスケールを明記した。
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第１表　平成 �5 ～ 20 年度試掘調査原因一覧

調　査　原　因 15年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 合　計

公
共
事
業

道路 3 3 3 7 4 4 24

学校 2 0 � 2 � � 7

公共施設 2 � 4 0 2 3 �2

範囲確認調査 0 0 0 0 0 2 2

小　　計 7 4 8 9 7 10 45

民
間
事
業

個人住宅 �2 2 3 5 3 2 27

個人住宅兼店舗 2 � 2 0 0 � 6

集合住宅 � 4 5 5 7 5 27

工場 0 2 4 3 � 2 �2

店舗 8 3 3 � � 0 �6

宅地造成・分譲 �3 �3 �6 �3 5 3 63

倉庫 � 2 � 0 0 0 4

駐車場 � 0 2 0 0 0 3

鉄塔 � 0 7 0 0 2 �0

その他 � 3 3 2 0 4 �3

小　　計 40 30 46 29 17 19 181

合　　　　計 47 34 54 38 24 29 226

第Ⅰ章　平成 20 年度試掘調査概要

１．南アルプス市概要

平成 15年４月１日に八田村、白根町、芦安村、若草町、櫛形町、甲西町の４町２村が合併して生ま

れた南アルプス市は、甲府盆地の西部に位置し、総面積264.06㎢、山梨県の面積の約5.9%を占めている。

市西部は北岳（3,193 ｍ）をはじめ、間ノ岳（3,189m）、仙丈ケ岳（3,033m）、鳳凰三山など 3,000

ｍ級の山々が連なる南アルプス山系となっており、森林原野が市面積の約 73％を占めている。一方市

東部は南アルプスやその前衛巨摩山地から流下する御勅使川や滝沢川、坪川等によって造り出された複

数の扇状地が重なり合う複合扇状地となっている。市の東縁には釜無川が南流しており、扇状地が削ら

れ氾濫原が造り出されている。

２．調査概要
　平成 20年度の試掘調査は総数 29件を数える（表１）。昨年度の 24件と比べると微増しているが、

平成 18年度以前と比べて少ない。これは蓄積したデータを活用し、より効率的な試掘調査を選択した

結果でもあるが、平成 19年度と同様に宅地造成や工場建設など開発事業自体が低調であったことに起

因している。

　公共事業、民間事業別で見ると、公共事業の割合は 34％で前年とほぼ横ばいである。件数は少ない

ながら、本年度も昨年度に引き続き道路建設および長期宿泊型農業施設など大規模な公共事業が計画さ

れ、それらに伴う試掘調査には時間、労力を要した。



－ 2 － － 3 －

　調査原因別にみると、集合住宅が昨年度に続き１位で５件、宅地分譲は２位で３件である。例年同様

この二つが全調査原因に占める割合が高い。県全体での人口が減少する中で、市の人口は平成 20年３

月で 72､848 人、平成 21年３月で 72,931 人と増加しており、合併後南アルプス市のイメージ効果に

よる人口増加がその数値に反映していると考えられる。

３．今後の課題と展望
　本年度は、米サブプライムローン問題に起因した金融危機が世界へ連鎖的に広がり、日本経済も強い

打撃をうけ、景気が大きく後退した。こうした社会・経済情勢を反映して開発行為件数は平成 18年を

第２表　平成 20 年度試掘調査一覧

No． 遺跡名・試掘名 調査地
対象面積

（㎡）

調査面積

（㎡）

トレンチ

数
遺　構 遺物 調査期間 調査原因

1 今井前第４遺跡 寺部 1397、1401 849 8.12 2 なし なし 2008 年 4 月 28 日 宅地造成（分譲住宅）

2 東久保 A・東久保 B・古屋敷遺跡 中野 2576 他 7,244 251.04 19
住居址、溝状遺構、土

坑
縄文土器、土偶

2008 年 5 月 1 ～ 16 日、6 月 11

日
クラインガルテン

3 前御勅使川堤防址群 上高砂 897 459.81 3.00 1 なし なし 2008 年 5 月 19 日 県道甲斐芦安線

4 有野 709-2 有野 709-2 27 3.28 1 なし なし 2008 年 5 月 19 ～ 22 日 範囲確認調査

5 坂ノ上姥神遺跡（第２地点）　 徳永 1717 他 3,163 122.69 7
住居址、溝状遺構、土

坑

土師器、須恵器、かわら

け

2008 年 6 月 2 ～７日

2008 年 11 月 19 日～ 12 月 11 日
私立小学校

6 曽根遺跡 上宮地 502-1 10,200 130 19
住居址、溝状遺構、土

坑
縄文土器、弥生土器 2008 年 6 月 4 ～ 17 日 市道下市之瀬上宮地線

7 溝呂木道上第５遺跡 十日市場 1154 1,533 58.00 4
住居址、溝状遺構、土

坑
土師器、須恵器 2008 年６月５、６日 社屋建設

8 徳永 262-1 他 徳永 262-1 他 1,240.3 5.32 1 なし なし 2008 年 6 月 13 日 集合住宅

9 上宮地 502-1 他 上宮地 502-1 他 4,650 78.60 10 なし なし 2008 年 6 月 18 日、7 月 7 日 市道山寺上宮地線

10 前御勅使川堤防址群 六科 1039-27 1,333.44 14.20 2 なし なし 2008 年 7 月 14 日 集合住宅

11 鮎沢 1080 他 鮎沢 1080 他 5,588.44 96.52 5 なし なし
2008 年 7 月 16、17 日、10 月 29

日
保育所建設

12 塚原 947 塚原 947 25.00 4.20 1 なし なし 2008 年 7 月 23 日 携帯電話無線基地局

13 在家塚 1518 在家塚 1518 1,643.24 3.90 2 なし なし 2008 年 8 月 5 日 配水池

14 東出口遺跡 下宮地 624、625-1 920.40 34.28 2 住居址、土坑 土師器、須恵器、羽釜 2008 年 8 月 11 ～ 13 日 病院建設

15 鋳物師屋古墳 下市之瀬 1499-3 10.00 3.00 1 なし なし 2008 年 9 月 1 日 携帯電話無線基地局

16 加賀美条里遺構 藤田 66-1 他 1,460.00 12.00 1 なし なし 2008 年 9 月 2 日 宅地造成（分譲住宅）

17 一の出し遺跡 小笠原 2078 493.71 3.50 2 なし なし 2008 年 10 月 2 日 店舗兼住宅

18 鮎沢遺跡 鮎沢 500 592.00 23.70 1 溝状遺跡 なし 2008 年 10 月 6、7 日 焼却用土坑

19 椿城跡 上野 345-1 13.50 13.50 1 地下式坑 茶釜、かわらけ
2008 年 10 月 9 日、14 ～ 17 日、

27 日、11 月 7 日
範囲確認調査

20 江原遺跡 江原 1269-1 363.00 40.00 10 土坑 土師器
2008 年 10 月 14、29 日、11 月 7

日
工場

21 野牛島 2172-1 野牛島 2172-1 1,075.00 19.00 1 なし なし 2008 年 10 月 28 日 集合住宅

22 加賀美条里遺構 寺部 290-1 他 483.00 3.00 1 なし なし 2008 年 11 月 17 日 市道若草 173 号線

23 在家塚・竹之花遺跡 在家塚 20、21 1,663.00 76.09 4 溝状遺構、土坑 かわらけ、擂鉢、鎌
2008 年 11 月 17、18 日、2009

年 1 月 27 ～ 30 日
宅地造成（分譲住宅）

24 榎原・南原遺跡 榎原 375 695.00 18.75 2 なし なし 2008 年 11 月 19 日 集合住宅

25 前御勅使川堤防址群 野牛島 2330 他 1,486.93 6.02 1 なし なし 2008 年 12 月 1 日 集合住宅

26 坂ノ上姥神遺跡（第３地点） 徳永 1729-3 500.00 10.00 3
住居址、溝状遺構、土

坑
土師器 2009 年 1 月 8 ～ 17 日 個人住宅

27 湯沢 2602 他 湯沢 2602 他 28,000.00 236.40 16 なし なし 2009 年 2 月 16 ～ 26 日 クラインガルテン

28 百々・上八田遺跡 上八田 53-1 他 58,574.00 279.00 7
住居址、溝状遺構、土

坑
土師器

2009 年 2 月 25、26 日、3 月 2 日、

11 日
工場誘致

29 飯野 721-2 飯野 721-2 281.00 3.36 1 なし なし 2009 年 3 月 27 日 個人住宅
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グラフ１　年度別開発行為件数

ピークに減少傾向にある。その一方で税収が落ち込む中、財源確保が市、県とも最優先課題の一つであり、

とりわけ企業誘致等は当市の主要背策となっている。また各分野で大規模集約化が進められる傾向にあ

ることから、当市において今後大規模開発が計画される可能性は潜在的に存在している。さらに景気対

策として行われる公共事業の一時的な増加が予想されることから、試掘調査も増加する可能性がある。

こうした各種開発から埋蔵文化財を適切に保護し、開発事業との円滑な調整を図るにはさまざまな規模、

種別の工事に対し迅速に対応する調査体制の整備と充実が不可欠である。これまで行った試掘調査結果

を検証し、精度の高い周知の埋蔵文化財包蔵地の把握に努め、その結果を広く周知する基本的な保護行

政の繰り返しが、埋蔵文化財を保護する有効で確実な方法であろう。

第１図　南アルプス市位置図（�/40 万、�/200 万）　
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第２図　試掘調査地点位置図（�/50,000）
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第Ⅱ章　平成 20 年度遺跡試掘調査概要

１．東久保Ａ・東久保Ｂ・古屋敷遺跡

調査地　　中野 2576 他
調査原因　農業関係（クラインガルテン
　　　　　　　　　　　　＝会員制滞在型市民農園）
調査期間　平成 20 年５月１～ �6 日、６月 �� 日
対象／調査面積　7,244 ㎡／ 25�.04 ㎡

調査概要
　遺跡は、市之瀬台地上、北側を堰野川、南側を北沢

川に画される舌状台地上に位置する。

　上記開発事業に伴う試掘調査は、平成 19年度にも

実施（遺構・遺物の検出は見られずそのまま着工）し

ているが、本年度は、その事業計画の拡大にともない引き続き試掘調査を実施することとなった。本年

度の事業計画範囲と試掘坑の設定位置は第 1-2 図に示したとおりである。滞在型市民農園という事業の

性格上、事業範囲に含まれてはいるが、斜面や耕地として従来どおり活用される部分なども多く、掘削

を伴わず土地の現状を変更しない部分については、トレンチの設定は行わなかったため、事業計画地内

におけるトレンチの設定密度に粗密がある。今回設定した 19本のトレンチ（T）の概要は第 1-1 表に

示した。

　この内、おもな遺構が検出されたトレンチについては、その検出状況を第 1-3・4 図以下に示した。

遺構プランの状況から、住居址・溝・土坑等の遺構が検出されたものと推察されるが、試掘調査という

性格上、一部例外を除き、覆土を除去していないので殆どの遺構について、その性格や規模は明確にし

えなかった。図示したとおり、遺構では３T、遺物においては３Tおよび７Tにおいて顕著な集中がみ

られる。第 1-5 ～ 8図にやむをえず取り上げた遺物を図示した。いずれも縄文時代中期後半の範疇で

とらえ得る遺物と看取される。

　このような試掘結果を元に、検出された埋蔵文化財の保護について、事業主体である南アルプス市農

林商工部農林振興課に設計コンサルタントを加え協議した結果、規定の保護層が確保できた場合は勿論、

確保できなかった地点においても、盛土を施すなど埋蔵文化財に配慮し、工法を変更して、全ての地点

において規定の保護層を確保し、現状のまま遺跡の保全を図つことで合意し、開発が施行されるに至っ

た。なお、施工中も随時工事立会いを実施し、遺跡の保全に努めた。
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　第 �-� 図　調査地位置図
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第 �-2 図　トレンチ配置図（�/2000）

No
トレンチ規模（ｍ） 遺構 遺物

幅 長さ 最大掘削深 種別 密度 種別 密度
1 2.00 13.00 0.75 なし - 縄文中期後半 粗
2 2.00 12.00 0.85 ピット 粗 縄文中期後半 粗
3 2.00 12.00 0.75 住居址等 非常に密 縄文中期後半 非常に密
4 2.00 4.00 0.55 なし - 縄文中期後半 粗
5 1.50 4.50 0.50 なし - なし -
6 1.50 5.50 0.50 土坑 粗 縄文中期後半 粗
7 2.00 7.00 0.75 なし - 縄文中期後半 非常に密
8 2.00 3.50 1.00 なし - 縄文中期後半 粗
9 2.00 4.50 1.00 土坑等 密 縄文中期後半 非常に粗
10 2.00 4.00 0.95 土坑等 やや密 なし -
11 2.00 4.00 1.10 土坑等 粗 縄文中期後半 非常に粗
12 2.25 10.50 0.45 なし - なし -
13 2.45 6.00 0.40 土坑等 粗 縄文中期後半 非常に粗
14 2.25 7.00 0.50 なし - なし -
15 2.25 6.50 0.40 なし - なし -
16 2.25 6.00 0.50 なし - なし -
17 2.25 3.50 1.10 なし - なし -
18 2.00 5.00 0.75 なし - なし -
19 2.00 4.00 1.40 土坑等 粗 縄文中期後半 非常に粗

第 �-� 表　調査トレンチの概要
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第 �-3 図　３T・６T 遺構検出状況（�/40）
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９T遺構検出状況

10T遺構検出状況

13T遺構検出状況
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第 �-4 図　９T・�0T・�3T 遺構検出状況（�/40）
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第 �-5 図　出土遺物１（�/3）
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第 �-6 図　出土遺物２（�/3）
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第 �-7 図　出土遺物３（�/3）
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第 �-8 図　出土遺物４（�/2・�/3）
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３T 施工時盛土立会状況

９T 遺構検出状況（南西から）

６T 調査状況（南東から）６T 遺構検出状況

９T 遺構検出状況（南から）

３T 遺構検出状況（南から）

３T 遺構検出状況（北西から）
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�0T 遺構検出状況（西から） �0T 調査状況（北東から）

�3T 遺構検出状況（東から） 出土遺物（表採）

出土遺物（３T） 出土遺物（３T）
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２．坂ノ上姥神遺跡（第２地点）

調査地　　徳永 �7�7、�7�8、�720-�、�720-2
調査原因　私立小学校
調査期間　平成 20 年６月２～７日
　　　　　平成 20 年 �� 月 �� 日～ �2 月 �� 日
対象／調査面積　3,�63 ㎡／ �22.6� ㎡
調査概要
　調査区は御勅使川扇状地扇端部に位置する。調査区

周辺の扇状地扇端部は市内でも遺跡が集中する地域で

あり、各種工事に伴う立会、試掘、発掘調査が行わ

れている。調査区の北側は宅地分譲工事に伴い、平成

15年度に道路部分の発掘調査が行われ、奈良～平安

時代初頭の集落跡が発見されている。一方南側では、

平成 17年度に個人住宅の浄化槽と浸透桝の設置に伴

う調査が行われ、10世紀前半の遺物を伴う竪穴住居

址が検出された。調査区の南東には武田家の家臣で

あった金丸氏館跡（現在は曹洞宗寺院長盛院）が位置

し、長盛院本堂の建替工事に伴う試掘調査により、時

期は不明ながら基壇状の遺構が発見されている。さら

に南側には徳永・御崎遺跡が広がり、集合住宅や個人

住宅建設に伴う調査の結果から、古代の竪穴住居址や

古墳時代後期の竪穴住居址、さらに下層から縄文時代

後期の敷石住居址が検出されている。

　本試掘調査は、私立小学校建設工事に伴うものであ

る。調査は平成 20年６月２日に調査に着手し、当時耕作中の果樹および畑かんを回避できる場所に任

意寸法のトレンチを６箇所設定して調査を行い、同月７日に埋め戻しを行い調査を完了した。試掘調査

終了後、同年10月に設計の計画変更があり、工事区域北側の道路沿いへ側溝が敷設される計画となった。

側溝は掘削幅が１ｍ以下の狭小な工事のため立会調査としたが、平成 20年 11 月 19 日の調査時に遺

構を発見したため、記録保存のための緊急調査を実施した。

　整理作業の段階で、６月２～７日までの調査を一次調査、11月 19 日～ 12月 11 日までの調査を二

次調査とし、二次調査における側溝部分の調査坑を第７トレンチとした。なお、遺構番号は第１トレン

チ～第６トレンチまでで通し番号とし、第７トレンチは別途遺構番号を付与している。

発見された遺構と遺物
　一次調査
第１トレンチ
　地表から約 40～ 65cmの地点から竪穴住居址を１軒、土坑６基を検出した。調査時１号竪穴住居址

とした遺構は、未発掘でありさらに調査区外へ続いているため遺構の特定はできない。覆土中から出土

した遺物は中世のかわらけや鍋であり、竃をもつ他の古代竪穴住居址とは時期が異なる可能性が高い。

周囲の遺構分布状況から溝状遺構の可能性も想定されるが、本試掘報告では遺物の整理作業上竪穴住居

第 3 地点

第２- ２図　坂ノ上姥神遺跡トレンチ配置図

（�/�,200）

 　第２- １図　調査地位置図
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址として報告する。

第２トレンチ
　地表から約 50cmの地点から竪穴住居址を１軒、土坑を多数検出した。竪穴住居址は北側に竃が造

られている。住居址南側には直径 15～ 60cmの土坑が密集しており、その南に東西に走る１号溝状遺

構を検出した。１号溝状遺構は上端約140～165cmを測る。１号溝状遺構の覆土は黒褐色土が主体で、

暗褐色土を覆土の主体とする住居址や土坑など他の遺構と明瞭な違いがある。サブトレンチで確認した

ところ、確認面からの深さは約 18cmである。

第３トレンチ
　地表から約 45cmの地点から東西に走る溝状遺構を１条、土坑３基を検出した。溝状遺構は第２ト

レンチで検出した１号溝状遺構と位置、方向、覆土がほぼ同一であることから同一遺構と考えられる。

第４トレンチ
　地表から約 40cmの地点から竪穴住居址を２軒、溝状遺構２条、土坑を４基以上検出した。１軒の

竪穴住居址は隅丸方形の形状を呈する。もう１軒は大部分が調査区外に続くため正確な形状は不明であ

るが、検出した遺構の形状からここでは竪穴住居址として報告する。

第５トレンチ
　地表から約 40cmの地点から土坑を４基検出した。

第６トレンチ
　地表から約 45cmの地点から南北に走る溝状遺構を１条、土坑１基を検出した。

　二次調査
第７トレンチ
１号住居址

遺存　遺存状態はやや悪く、確認面から床面まで約 25cmである
形状　調査範囲が狭小で、遺構が調査区外へ延びるため形状は不明である。ただし、北竃である点や
東西幅が約 5.3 ｍと古代の住居の中では長い点を考えると、長辺に竃が付くタイプである可能性が

ある。

床面　地山である明褐色土粘土層を床面とし、表面にはわずかな凹凸がある。顕著な硬化面は検出さ
れなかった。

遺物　遺物量は少なく、小片のものが多い。１はほぼ完形の土師器坏で、竃内から出土した。他に土
師器坏や甕、須恵器坏を検出した。

時期　１の土師器坏および２の土師器坏片から判断すると宮ノ前Ⅸ期と比定される。
竃　北壁中央に造られている。袖はほとんど残存しておらず、袖石などの構築材も検出されなかった。

２号住居址
遺存　遺存状態は良好で、確認面から床面まで約 30cmである。
形状　調査範囲が狭小で、遺構が調査区外へ延びるため形状は不明である。
床面　地山である明褐色土粘土層を床面とし、表面にはわずかな凹凸がある。顕著な硬化面は検出さ
れなかった。

竃　東壁に造られている。天井部や袖の一部が崩れた崩落土が竃周辺に広がっており、意図的に竃が
破壊された可能性が指摘できる。袖の北側では長軸約20cmの袖石が立てられた状態で検出された。

ピット　住居のほぼ中央に作られている。不整形で長軸約50cm、短軸約40cm、深さ約25cmを測る。
覆土に焼土や袖構築材の明褐色土は含まれておらず、竃からの流れ込みは認められなかった。
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第２- ３図　坂ノ上姥神遺跡トレンチ・遺構配置図（�/250）
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遺物　遺物量は少なく、小片のものが多い。甲斐型の土師器坏や甕、須恵器の坏片を検出した。
時期　１の土師器坏や須恵器の出土から宮ノ前Ⅸ期と比定される。
３号住居址
遺存　遺存状態は良好で、確認面から床面まで約 35cmである。
形状　調査範囲が狭小で、遺構が調査区外へ延びるため形状は不明である。
床面　地山である明褐色土粘土層を床面とし、表面にはわずかな凹凸がある。顕著な硬化面は検出さ
れなかった。

竃　検出されなかった。
ピット　住居のほぼ中央に２基検出した。ピット１は長軸約 30cm、短軸約 22cm、深さ約 12cmを
測る。ピット２は長軸約 32cm、短軸約 22cm深さ約 12cmを測る。覆土は明褐色土を含む暗褐色

土で、住居址の覆土と同質のものであった。

遺物　遺物量は少なく、小片のものが多い。土師器の甲斐型坏と甕片が出土した。
１号溝状遺構
　調査区の西端に位置し、調査区外へ遺構が延びているため、幅は不明である。床面から遺構確認面ま

での深さ約 65cmを数える。南北方向へ延び、第６トレンチで確認した溝とほぼ同一方向である。遺

物は覆土中から甲斐型の土師器坏や甕、須恵器の坏や坏蓋、甕片そしてウシの歯を検出した。

２号溝状遺構
　幅約 140cm、床面から遺構確認面までの深さ約 26cmを数える。南北方向へ延びており、同じ南北

に延びる３号溝とは若干方向がずれている。断面は底が広い逆台形を呈し、底面の中央に幅約 25cm、

深さ１cmの浅い溝が掘られている。遺物は覆土中から土師器の甲斐型坏や甕片が少量出土した。

３号溝状遺構
　幅約 100cm、床面から遺構確認面までの深さ 60cmを数える。断面は底が狭い逆台形を呈し、底面

はほぼ平坦である。現在の区画方向とほぼ同じ方向へ南北に走っている。覆土中から土師器の甲斐型坏

や甕そしてウシの歯が出土した。

４号溝状遺構
　調査区の東端に位置し、調査区外へ遺構が延びているため、幅や深さは不明である。他の遺構である

可能性もあるが、ここでは溝状遺構として報告する。覆土中に約 18cm以下の石や石器がまとまって

出土した。遺物は覆土中から少量の須恵器甕片や中世の鍋片、石器が出土した。

３．土坑
　土坑は１号住居址より東側の調査区で集中して検出した。土坑については第 2-1 表を参照されたい。

総括
　本試掘調査の結果、第１～７すべてのトレンチから竪穴住居址を始めとする遺構が発見された。遺構

は出土遺物からおおむね平安時代宮之前Ⅸ期に比定される。平成 15、17年度の調査結果と合わせると

御勅使川扇状地扇端部に早い段階から古代の集落が営まれ、中世まで継続して人々が居住したことが明

らかとなった。

　保護協議の結果、造成工事および校舎建設も含めて山梨県が規定する保護層を確保し遺跡を盛土保存

することとした。工事区域西側の道路拡幅部分については平成 21年度本調査を実施することで工事主

体者と合意した。
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第２- １表　坂ノ上姥神遺跡土坑計測表

土坑番号 グリット 形 径（cm） 長軸 (cm） 短軸 (cm) 深さ (cm) 備考

1 B-3・C-3 楕円 45 － 29.8
2 B-3 円形 16 6.6
3 B-5 楕円 44 － 31
4 B-6・B-7 楕円 50 － 23.5
5 B-8 － － － 21
6 B-8 － － － 10.6
7 B-8 楕円 － 45 10.6
8 B-8 － － － 27.8
9 B-9 円形 27 42.5

10 B-9・B-10 － 31 － 9.6
11 B-10 円形 23 19
12 B-10 楕円 73 － 6.2
13 B-10 楕円 18 14 7.4
14 B-10 － － 40 6.7
15 B-10 － － － 8.2
16 B-11 円形 18 10.5
17 B-11 － － （44） 21
18 B-11 － － 45 16.7
19 B-12 円形 13 4.7
20 B-11 楕円 － 14 3.7
21 B-11 円形 20 20.6
22 B-11 － 34 － 16.4
23 B-11・B-12 － － 47 26.5
24 B-11 － － － 24
25 B-11・B-12 － － － 21.5
26 B-12 楕円 16 13 4.5
27 B-12 楕円 21 16 7.4
28 B-12 楕円 25 19 15.2
29 B-12 楕円 24 15 8.1
30 B-12 － － － 9.7
31 欠番
32 B-12 － － － 14.4
33 B-12 円形 17 27.9
34 B-12 － － － 20.2
35 B-12 － － － 13.5
36 B-12 円形 11 9.4
37 B-12 円形 29 8
38 B-12 － － － 17.2
39 B-12 円形 17 10.6
40 B-12 円形 19 10.1
41 B-12 円形 17 7.9
42 B-12 円形 21 13
43 B-12 － － － 6
44 B-13 － － － 10
45 B-13 楕円 15 12 8
46 B-13 円形 26 13.7
47 B-13 － － － 8.7
48 B-13 楕円 20 12 6.2
49 B-13 楕円 17 12 5.8
50 B-13 円形 21 6
51 B-13 楕円 － 18 7
52 B-13 楕円 － 22 8.2
53 B-13 楕円 － － 9.8
54 B-13 － － － 9.7
55 B-13 － － － 24.8
56 C-2・C-3 － － 37 30
57 B-4 － 20 － 11.5
58 B-10 円形 10 2.9
59 B-10 円形 25 5.4
60 B-13 － － － 6
61 B-13 楕円 15 10 4.2
62 欠番
63 B-11 円形 17 19
64 B-14 楕円 29 22 5
65 B-14 － － － 6
66 B-14 － － － 12
67 B-14 楕円 44 31 12
68 B-14 － － － 12.5
69 B-14 － － － 6
70 B-14 － － － 4
71 B-14 － － － 15
72 B-14 円形 24 5.5
73 B-14 － － － 3
74 B-14 － － 17 8
75 B-14 楕円 30 24 10
76 B-14 円形 12 9
77 B-14 不整形 47 35 8.5
78 B-14 － － － 7
79 B-14 円形 20 11
80 B-10 － － － 2.5
81 B-12・B-13 楕円 14 9 3.4
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１号住

１号溝２号住 ３号住

第２-�4 図　１次調査出土遺物（�/3）

２号住

１号住

４号溝

３号住

35 号土坑

１号溝

第２-�5 図　２次調査出土遺物（�/3）

０ 10㎝

１/３

１

２

３４

１ ２
３ １ １ ２ ３ ４

１ ２ １

２ １

１ ２

３

１

１



－ 32 － － 33 －

第２- ２表　１次調査土器観察表

第２- ４表　２次調査石器観察表

第２- ３表　２次調査土器観察表

トレンチ

遺構名
番　号 種　別 器　種

法量（cm）
残存率

製作技法
胎土 含有物

色調　

外 / 内
焼成 注記番号 備考

口径 底径 器高 内側 外面

１Ｔ

1 住
１ 土　器 かわらけ － － － 底部破片 ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切り
密 白色粒子

黒褐 / 浅黄

橙
良 SU2.1T.1 住

内外面に

すす付着

１Ｔ

1 住
２ 土　器 かわらけ － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色・赤色

粒子、金雲

母

浅黄橙 良 SU2.1T.1 住

１Ｔ

１住
３ 土　器 鍋 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ やや密

白色・赤色

粒子
橙 良 SU2.1T.1 住

１Ｔ

1 住
４ 土　器 鍋 － 20.4 － 底部 1/2 ロクロナデ ロクロナデ やや粗 白色粒子 橙 / 黒褐 良 SU2.1T.1 住

２Ｔ

2 住
１ 土師器 坏 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 白色粒子 橙 良 SU2.2T.2 住

２Ｔ

２住
２ 土師器 坏 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色・赤色

粒子
橙 良 SU2.2T.2 住

２Ｔ

２住
３ 土師器 ロクロ甕 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ やや粗

白色粒子・

金雲母
灰褐～黒褐 良 SU2.2T.2 住 . カ

2 Ｔ

1 溝
１ 土師器 ロクロ甕 － － － 破片 ロクロナデ ロクロナデ やや粗

白色粒子・

金雲母

にぶい赤褐

/ 暗赤褐
良 SU2.2T. １溝

４Ｔ

３住
１ 土師器 坏 － － － 底部破片 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色・赤色

粒子
橙 良 SU2.4T.3 住

４Ｔ

３住
２ 土師器 坏 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 赤色粒子 橙 良 SU2.4T.3 住

４Ｔ

３住
３ 土師器 坏 － － － 破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 白色粒子 にぶい黄橙 良 SU2.4T.3 住

４Ｔ

３住
４ 須恵器 坏蓋 － － － 破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 白色粒子 灰 良 SU2.4T.3 住

トレンチ 遺構名 番号 種別
法量

　石材 注記番号 備考
最大長 (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

７T 4 溝 １ （14.8） － 11.8 1,148 SU2.7T.4 ミゾ .1

７T 4 溝 ２ （14.4） － － 971 SU2.7T.4 ミゾ .2

７T 4 溝 ３ （12.6） － 4.65 1,030 SU2.7T.4 ミゾ .3

トレンチ

遺構名
番　号 種　別 器　種

法量（cm）
残存率

製作技法
胎土 含有物

色調　

外 / 内
焼成 注記番号 備考

口径 底径 器高 内側 外面

７Ｔ

１住
１ 土師器 坏 11.8 5.3 4.2

完形

口縁一部欠損
ロクロナデ

ロクロナ

デ、ヘラケ

ズリ

密
白色・赤色

粒子
橙 良 SU2.7T.1 住 .2

７Ｔ

１住
２ 土師器 坏 (13.4) － － 1/3 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色・赤色

粒子
橙 普通 SU2.7T.1 住 .7、11

７Ｔ

２住
１ 土師器 坏 － － － 口縁破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 赤色粒子 橙 普通 SU2.7T.2 住 .8

７Ｔ

２住
２ 土師器 坏 (13) － － 口縁 1/3 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色・赤色

粒子
赤褐 良 SU2.7T.2 住 .10

７Ｔ

３住
１ 土師器 甕 － － － 口縁破片

ロクロナデ

ヨコハケ
ロクロナデ やや粗 白色粒子 明赤褐 良 SU2.7T.3 住

７Ｔ

35 土
１ 須恵器 坏 － (9.2) － 底部 1/3 ロクロナデ ロクロナデ 密 白色粒子 灰 良 SU2.7T.35 土

7 Ｔ

1 溝
１ 須恵器 坏 － (8.1) － 底部 1/3 ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切り
密 白色粒子 灰 良 SU2.7T.1 溝 .3
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第２トレンチ全景（南東から） 第２トレンチ２号住居址検出状況（東から）

第４トレンチ全景（西から）第３トレンチ１号溝検出状況（南から）

第１トレンチ � 号住居址検出状況（北西から） 第１トレンチ東壁断面（西から）
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第５トレンチ全景（西から）

第６トレンチ溝状遺構検出状況（南から） 調査風景

第４トレンチ３号住居址検出状況（南東から）

第７トレンチ全景（西から） 第７トレンチ全景（西から）
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第７トレンチ全景（東から） 第７トレンチ全景（東から）

第７トレンチ１号住居址（西から） 第７トレンチ１号住居址（東から）

第７トレンチ１号住居址竃（南から） 第７トレンチ１号住居址遺物出土状況
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第７トレンチ２号住居址竃断面（北から）

第７トレンチ２号住居址西壁（北から）

第７トレンチ２号住居址竃（西から） 第７トレンチ２号住居址竃（西から）

第７トレンチ３号住居址（西から）

第７トレンチ２号住居址完掘状況（北から）
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第７トレンチ１号溝遺物出土状況

第７トレンチ２号溝（北から）

第７トレンチ１号溝（北から）

第７トレンチ４号溝（南から）

第７トレンチ３号溝

第７トレンチ３号溝遺物出土状況
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第７トレンチ土坑（Ｂ９～ ��）（西から） 第７トレンチ土坑（Ｂ �� ～ �4）（西から）

第７トレンチ土坑（Ｂ �� ～ �3）（東から） 第７トレンチ土坑（Ｂ �4 ～ �5）（西から）

調査風景 調査風景
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２次調査出土遺物（７Ｔ）

１次調査出土遺物（１・２・４Ｔ）

１住－２ ２住－１
２住－２

３住－１ 35 土－１ １溝－１

４溝－１ ４溝－２
４溝－３

１住－１

１住－３

１住－２１住－１

１住－４

２住－１ ２住－３２住－２
１溝－１

３住－１
３住－４３住－２

３住－３
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３．溝呂木道上第５遺跡

調査地　　十日市場 ��54
調査原因　社屋建設
調査期間　平成 20 年６月５、６日
対象／調査面積　�,533 ㎡／ 58.00 ㎡
調査概要
　調査区は御勅使川扇状地末端の扇端部に程近く、

また同時に南東方向へと流下する滝沢川によって造

られた扇状地の扇頂部付近に位置する。御勅使川扇

状地の扇端部には湧水点が点在し、本調査区周辺に

も「三角池」や「枇杷が池」、「清明池」と呼ばれる

湧水が存在する。

　当該地周辺は溝呂木道上第５遺跡に該当し、近年

では主要地方道韮崎南アルプス中央線の建設におい

て本調査区に隣接する地点で本調査が実施されてい

る。これまでの調査で弥生時代中期から、中世の集

落跡の存在が確認されており、連綿と人々の暮らし

が営まれてきたことが判明している。

　調査区に隣接する主要地方道建設に伴う調査では、

弥生時代後期から平安時代前半の住居址合計８軒が

検出されており、本調査区においても当該期集落の

広がりが予想された。

　本試掘調査は社屋建設に伴うもので , 試掘調査の

結果を勘案し設計を行う意向の元、平成 20 年５月

27 日付け試掘調査依頼書が提出され同年 6月 5日

より試掘調査を実施した。

　調査対象とした建設予定範囲の周辺部においては、

ほぼ全体で遺物が出土するものの第 1、第 4トレンチ

のみ遺構が検出され、敷地北西部ほど遺構の分布が密

である傾向が確認された。

　遺構確認面の深さは現地表面より約 0.8 ～ 1.0 ｍの深度で、遺構の種類は竪穴住居址、溝状遺構、土

坑などがある。

　発見された遺物は、弥生時代後期の土器片から古墳時代初頭、平安時代の土器片まで多岐にわたる。

敷地南東側では遺構が確認されなかったため、本地点周辺に展開した集落の範囲をうかがい知ることの

できる点で注目される。

　当地の計画においては、斜面地であるため盛土などの造成が計画されており、調査の結果協議を重ね、

遺構が確認された敷地北西部を中心に遺構確認面上に 0.3 ｍの保護層を確保し、遺構の現地保存を行う

ことで双方同意した。着工となった同年 12月 12 日現地立会いを行い埋蔵文化財の適正な取り扱いを

確認している。　

道
路

道路

計画建物

第　図　溝呂木道上第５遺跡トレンチ配置図(1/1000)
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第３- ２図　溝呂木道上第５遺跡

トレンチ配置図（�/�,000）

 　第３- １図　調査地位置図
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土器
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２
３

４
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５

a'

土層説明
１．暗黄褐色土層　　　耕作土。４㎝以下の礫を含む。
２．暗黄褐色土層　　　しまりややあり。礫微量に含む。
３．暗褐色シルト層　　粘性あり。遺物、炭化物含む。
４．暗黄褐色シルト層　粘性、しまりあり。遺構確認面。
５．暗褐色シルト層　　

土層説明
１．暗黄褐色土層　耕作土。４㎝以下の礫を含む。
２．暗黄褐色土層　しまりややあり。礫微量に含む。
３．暗褐色シルト層　粘性あり。遺物、炭化物含む。
３́．暗褐色シルト層　砂質あり。
４．黄褐色シルト層　粘性、しまりあり。遺構確認面。
５．暗灰色シルト層　３㎝以下小礫多量に含む。　　

第１トレンチ

第４トレンチ

第３－３図　溝呂木第５遺跡第１・４トレンチ平・断面図(1/100)

０ ２ｍ

0 10cm

10cm0

１ ２

３

第３- ３図　第１・４トレンチ平・断面図（�/�20）

第３- ４図　第４トレンチ出土遺物（�/2、�/3）

第４トレンチ住居址検出状況 作業風景
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４．東出口遺跡

調査地　　下宮地 624、625-�
調査原因　病院建設
調査期間　平成 20 年 8 月 �� ～ �3 日
対象／調査面積　�20.40 ㎡／ 34.28 ㎡
調査概要
　調査区は滝沢川の右岸に位置し、御勅使川扇状地と

滝沢川扇状地が重複する複合扇状地の微高地上に立地

する。調査区周辺の扇状地扇端部は湧水地が点在し、

弥生時代から平安時代までの遺跡が集中する地域であ

る。道路を挟んで調査地の北側では、宅地分譲工事に

伴い平成 17 ～ 18 年度に発掘調査が行われ、古墳時

代前期および奈良～平安時代の竪穴建物跡（竪穴住居

址）が重複した状態で 34軒発見されている。

　本試掘調査は病院建設工事に伴うものであり、２箇

所トレンチを設定し遺構の確認調査を行った。

発見された遺構と遺物
　第１、第２トレンチともに第３層である暗褐色土層

から平安時代を中心とした遺物を検出した。第３層を

除去しなければ遺構の検出が困難であるため、試掘調

査では範囲を限定して包含層を取り除き第４層を遺構

確認面として遺構の検出に努めた。竪穴住居址と推測

される遺構を第１トレンチで現地表から約90cmの深

度で１軒、第２トレンチで現地表から 80 ～ 100cm

の深度で２軒、その他土坑１基を検出した。しかし包

含層を除去して確認した範囲が限定されるため、重複

する遺構が存在する可能性にも留意する必要がある。

１号住居址
　第１トレンチ南側で検出した。住居北壁付近には焼土が集中しており、竃と考えられる。カクランを

利用して断面を観察したところ、床面から遺構確認面までは約 70ｍを図る。遺物は平安時代の甕片が

出土している。

２号住居址
　第２トレンチ北側で検出した。遺構上面はカクランによって削平されている。住居南壁付近から甲斐

型の甕が焼土とともに出土しており、この地点が竃である可能性が高い。遺物は甕片の他、坏および羽

釜片が出土している。

３号住居址
　第２トレンチ南側で検出した。径 30cm前後の石がまとまって出土している。調査した範囲では石

の配列に規則性が認められず、覆土中であるため、住居廃絶時あるいは後に廃棄されたものと考えられ

る。遺物は甲斐型土師器の坏や須恵器坏片が出土した。

第４- ２図　東出口遺跡トレンチ配置図（�/600）

 　第４- １図　調査地位置図
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土層説明

１．灰色土～褐色土　盛土。

２．褐色土　　　　　しまりあり。焼土。

３．暗褐色土　　　　しまりあり。

４．黒褐色土　　　　しまりあり。径２cm以下の石を含む。

５．褐色土　　　　　しまりややあり。径１cm以下の石を少量含む。

６．褐色土　　　　　しまりややあり。焼土、炭化物を含む。

７．黒褐色土　　　　しまりあり。

８．暗褐色土　　　　砂礫層。径２cm以下の石を少量含む。

９．暗褐色土　　　　砂礫層。

．明褐色土　　　　砂質シルト。

１ｍ０

ａａ
276ｍ

ａ’
276.00ｍ276.0ｍ

ａ’

ａａ ａ’ａ’

－ 42 － － 43 －

　工事主体者との保護協議の結果、建物の基礎掘削と遺構との間に保護層を確保し、遺構を現状保存と

することで合意し、工事が着工された。

第４- ３図　第１トレンチ平・断面図（�/50）



ａ ｂ

ｂ

27
6ｍ

ａ
’ 27
6.
0ｍ

ｂ
’

ｂ
’

－ 44 － － 45 －

第
４

-４
図

　
第

２
ト

レ
ン

チ
平

・
断

面
図

（
�/

50
）



－ 44 － － 45 －

第４- １表　東出口遺跡土器観察表

２号住 ３号住

第４- ５図　出土遺物（�/3）

０ 10㎝

１/３

トレンチ 番号 種　別 器　種
法量（cm）

残存率
製作技法

胎土 含有物
色調　

外 / 内
焼成 注記番号

口径 底径 器高 内側 外面

２Ｔ

２住
１ 土師器 坏 （14.5） 5.8 4.7 1/2 ロクロナデ

ロクロナデ、ヘラケズリ、

底部ヘラケズリ
密 赤色粒子 にぶい橙 良 HD2.2T.2 住 .1

２Ｔ

２住
２ 土師器 坏 （14.0）（4.8） 4.0 1/2 ロクロナデ

ロクロナデ、ヘラケズリ

底部ヘラケズリ
やや密

白色・赤色

粒子
黒褐 良 HD2.2T.2 住 . カ 

２Ｔ

２住
３ 土師器 甕 － － － 口縁破片 ヨコハケ タテハケ やや粗

白色粒子、

金雲母

黒褐 / 褐

灰
良 HD2.2T.2 住 .2

２Ｔ

２住
４ 土師器 甕 － － － 口縁破片 ヨコハケ タテハケ やや粗 白色粒子 暗赤褐 良 HD2.2T.2 住

２Ｔ

２住
５ 土師器 甕 （29.0） － － 口縁 1/2 ヨコハケ タテハケ やや粗

白色粒子、

金雲母

赤褐～暗

赤褐
良

HD2.2T.2 住、2 住 .2

3 住
２Ｔ

２住
６ 土師器 羽釜 － － － 羽部分破片 ロクロナデ ロクロナデ やや粗

白色粒子、

金雲母
黒褐 良 HD2.2T.2 住

２Ｔ

３住
１ 須恵器 高台坏 － － 7.0 底部破片 ロクロナデ ロクロナデ 密 白色粒子 灰 良 HD2.2T.3 住

２

１

３

５

６

４

１
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第２トレンチ２号住居址遺物検出状況

第１トレンチ全景（北西から） 第１トレンチ � 号住居址検出状況（東から）

第２トレンチ全景（南から）

第２トレンチ３号住居址西壁断面（東から）

第２トレンチ全景（北から）
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作業風景

出土遺物

作業風景

２Ｔ－２住－１ ２Ｔー２住－２

２Ｔ－２住－５

２Ｔ－２住－３ ２Ｔ－２住－６

２Ｔ－２住－４ ２Ｔ－３住－１



－ 48 － － 4� －

５．椿城跡

調査地　　上野 345-�
調査原因　範囲確認調査
調査期間　平成 20 年 �0 月９日、�4 ～ �7 日、
　　　　　27 日、�� 月７日
対象／調査面積　�3.50 ㎡／ �3.50 ㎡
調査概要
　調査区は巨摩山地の麓に発達した市之瀬台地上、市之
瀬川と堰野川とに挟まれた支丘に立地する。当調査区周

辺は「上野城跡」に比定されており、「上野城」は古来よ

り別名「椿城」とも呼ばれている。

　椿城跡は鎌倉期に当地域を本拠に活躍した武将小笠原長清の孫上野盛長が築いたもので、現在では僅
かに土塁の痕跡、五輪塔群にその面影を見つけられる程度である。平成元年に当該地域一帯で地中レー

ダー調査を実施し、複数の溝や土塁、26箇所もの地下式坑の存在が指摘されている（第 5－４図）。

　本重寺の庫裏には現在も地下式坑の再利用とみられる室が存在し、過去には畑で陥没があった地下式

坑で確認調査を実施した例もある。周囲の畑で陥没が度々起こることから、古くより地元では椿城には

地下道があると伝承されている。

　平成 20年９月、これまで把握されていなかった箇所で陥没が起き、地中に空洞が確認できる旨土地

所有者より連絡があった。土地所有者との協議により、安全の確保のために現状を維持することが難し

いと判断されたため、埋め戻しなどの措置を施す前に地下式坑の規模・内容を把握すべく調査を行うこ

ととなった。

　検出された遺構と遺物
　調査区はかつてはスモモ畑だった休耕地である。本来の遺構確認面となるソフトローム層へは約 0.5

上野

堰野川橋

天神宮

中野諏訪神社

本重寺

上
野
集

会
所

椿城跡

農
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392.6

405.7
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403.7

413.2

第５- １図　調査位置図

第５- ２図　調査位置詳細図（�/500）
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土塁の跡

地下式坑

堀の跡

五輪塔群

本重寺

今回の調査地点

第５- ４図　椿城想定図（任意縮尺・櫛形町文化財調査報告№６「椿城跡」第 �6 図に加筆修正）

ｍの耕作土が堆積しており、根が張り巡らされていたが、休耕となったことで地下式坑の竪坑部分へ耕

作土が崩落したものとみられる。直径約１ｍほどの竪坑は上部で崩落のため間口を広げており、この付

近から茶釜の破片が出土している。竪坑は地表面から約 3.8 ｍの深度まで掘削し、古銭 4枚が重なり

出土したが床面に達せずこの深度で掘止めとした。古銭４枚のうち１枚は北宋銭の「熈寧元宝」（篆書体）

であった。地表面から約 2.8 ｍの深度で北方向へ向かう地下室の入り口が確認でき、室部分は土壌なら

びに天井の崩落物が堆積していた。室は奥行・幅ともに 2.5 ｍを測り、壁面には工具痕が確認できた。

　土地所有者との協議により、今回の調査では安全面を配慮して遺構の完掘は行わず、規模の確認のみ

で埋め戻し、現地保存とした。なお、陥没防止のため山砂を充填し埋め戻しを行った。
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陥没部分半裁状況 竪坑下部半裁断面

竪坑下部半裁状況 竪坑より室入口を望む

古銭出土状況 茶釜出土状況

室壁面にみられる工具痕 竪坑上部完掘状況
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６．江原遺跡

調査地　　江原 �26�-�
調査原因　工場
調査期間　平成 20 年 �0 月 �4 日、2� 日、�� 月７日　
対象／調査面積　363 ㎡／ 40.00 ㎡
調査概要
　調査地点は櫛形山を水源とする滝沢川によって造り
出された扇状地上に立地する。

　当該地は弥生時代～古代の遺物が出土することで知

られる江原遺跡に該当し、調査地点の東には江原浅間

神社があり、境内には当該周辺地域一帯を示す地名「大井」

の名の由来といわれる「御手洗の池」がある。

　本試掘調査は工場建設に伴うもので、10月 14 日、２本のトレンチを設定したところ第２トレンチ

で遺物が検出された。独立基礎に伴う掘削のみが遺構確認面にまで達することから、協議の結果、独立

基礎部分のみ改めて試掘調査を実施することで同意が得られ、同 29日再度試掘調査を実施した。

検出された遺構・遺物
　合計 12箇所のトレンチを設定した。概ね敷地の北東半分は流路の存在を示す厚い砂礫層が堆積し、

主に南西部において遺物包含層である黒褐色シルト層やその下面に遺構確認面となる暗褐色シルト層が

確認された。深度は遺構や遺物が集中して検出された第９トレンチで概ね現地表面から 0.45 ｍであっ

た。遺構は第９トレンチで土坑が検出され、また遺物は包含層を中心に弥生時代から古墳時代初頭の壷、

甕、台付甕などが出土している。

　１の壷はほぼ完形である。外面は主に横方向のミガキが、内面はハケメがみとめられる。２は壷の肩

部破片で櫛状工具により重弧文がみられ、内面はハケメ。３は刻み目口縁の甕で内外面ともにハケメが

みとめられる。

　調査の結果敷地南西部において多数の遺物が検出された。基礎により破壊される箇所については狭小

であるため試掘調査において記録保存の措置を施したが、その他は建物下に現地保存されている。

第６- １図　調査位置図

第６- ２図　江原遺跡トレンチ配置図（�/300）
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第６- ３図　出土遺物 (�/3)
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３

作業風景

第 � トレンチ遺物検出状況 第 � トレンチ遺物検出状況
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７．在家塚・竹之花遺跡

調査地　　在家塚 20、2�
調査原因　宅地造成（分譲住宅）
調査期間　平成 20 年 �� 月 �7 日、�8 日
　　　　　平成 2� 年 � 月 27 ～ 30 日
対象／調査面積　�,663 ㎡／ 76.0� ㎡
調査概要
　調査区は御勅使川扇状地扇央部に位置する。近世に

おいて在家塚は「お月夜でも焼ける原七郷」と呼ばれ

るように、常習旱魃地域であった。試掘調査時、工事

予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではなかったが、平

成 15～ 17 年に実施した遺跡詳細分布調査によって

調査地点の約 250 ｍ北側に中近世の遺物が採取でき

る神ノ木遺跡が発見されており、本試掘調査地点でも

遺構を検出する可能性が想定された。

　本試掘調査は宅地造成工事に伴うものであり、道路

部分を中心に３箇所トレンチを設定した。平成 20年

11月17日に着手、すべてのトレンチで遺構を検出し、

翌日の 18日に調査を終了した。試掘調査終了後、下

水道の設置箇所が決定されたため、新たに１箇所、第

４トレンチを設定して試掘調査を実施した。その結果、

遺構が発見されたため緊急調査を行った。

発見された遺構と遺物
第１トレンチ
　地表から約 40cmの地点から土坑を６基検出した。

第２トレンチ
　地表から約 40cm の地点から土坑、土坑墓および

溝状遺構を検出した。トレンチ東端で検出した土坑墓

は楕円形を呈し、短軸で約 75cm を測る。北端は調

査区外へ続いている。土坑墓の遺構確認面上で破損し

た石臼や直径 18cm 前後の石が集中して出土し、さ

らにその下から人の頭蓋骨を確認した。

第３トレンチ
　地表から約40cmの地点から土坑を21基検出した。

いずれも径 32cm以下の小土坑である。

第４トレンチ
１号溝状遺構
　幅 112 ～ 132cm、床面から遺構確認面までの深さ

約 22cm を数える。南北方向へ延びており、２、４

 　第７- １図　調査地位置図

 　第７- ２図　在家塚・竹之花遺跡

トレンチ配置図（�/500）
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号溝状遺構と方向がほぼ一致する。覆土には暗褐色

土の砂礫層が堆積していた。

２号溝状遺構
　幅約 110cm、床面から遺構確認面までの深さ約

42cmを数える。南北方向へ延びており、１、４号

溝状遺構とほぼ方向が一致する。

３号溝状遺構
　３号土坑を切って造られている。東側がカクラン

によって掘削されているため上端の幅は不明である

が、下端で約 40cm を測る。床面から遺構確認面

までの深さ約52cmを数える。カクランのためはっ

きりしないが、現状では北東から南西方向へ延びて

いる。覆土中からかわらけ片や擂鉢片を検出した。

４号溝状遺構
　幅 92 ～ 132cm、床面から遺構確認面までの深

さ約 70cmを数える。南北方向へ延びており、１、

２号溝状遺構とほぼ方向が一致する。断面は V字

形を呈する。覆土中から完形の鉄製の鎌を検出した。

１号土坑
　調査区の西端に位置する。調査区外へ遺構が延び

ているため、正確な形状は不明である。現状では隅

丸方形を呈し、床面から遺構確認面までの深さ約

40cmを数える。

２号土坑
　調査区の西側に位置する。調査区外へ遺構が延び

ているため、正確な形状は不明である。現状では

楕円形を呈し、床面から遺構確認面までの深さ約

32cm	を数える。

３号土坑
　３号溝状遺構に切られている。調査区外へ遺構が

延びているため、正確な形状は不明である。床面か

ら遺構確認面までの深さ約 33cmを数える。

　第４トレンチの東端では第３トレンチと同様に径

約 38cm 以下の小土坑を７基検出した。調査地の

東側には小土坑が密集して分布していることが明ら

かとなった。

総括
　本試掘調査の結果、第１～４すべてのトレンチか

ら土坑や溝状遺構を検出した。３号溝状遺構の出土

遺物から、溝が廃棄されたのは中世の 15 ～ 16 世
第７- ３図　在家塚・竹之花遺跡遺構図（�/�50）



土層説明

１ 褐色土　　耕作土｡　　　　

２．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径１ の石を少量含む。　

３．黒褐色土　しまりややあり｡ 粘性やや欠。径５ 以下の石をやや多量に含む｡

４．黒褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。

５．黒褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径５ 以下の石を少量含む。炭化物を少量含む。

６．黒褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。砂を含む。

７．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径２ 以下の石を含む。　

８．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径１ 以下の石を含む。

９．明褐色土　しまりややあり。粘性ややあり。シルト、砂、暗褐色土を少量含む。

．褐色土　　砂礫。径２ 以下の石を多量に含む。

．褐色土　　砂礫。径３ 以下の石を多量に含む。
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第７- ４図　第 � トレンチ平・断面図（�/40）

第７- ５図　第３トレンチ平面図（�/40）
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１

２

３

４ ４

土層説明

１．褐色土　　表土。

２．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径１cm以下の石を少量含む。

３．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径５cm以下の石を含む。

４．明褐色土　しまりややあり。粘性ややあり。
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土層説明

１．褐色土　　表土。　　　　

２．暗褐色土　しまりあり。粘性やや欠。径２cm以下の石を少量含む。　

３．暗褐色土　しまりあり｡ 粘性やや欠。径５cm以下の石を少量含む｡

４．明褐色土　しまりあり。粘性ややあり。砂を含む。

５．暗灰色土　しまりあり。粘性欠。砂礫層。

　

ｃｅ ｃ’ｅ’ ｃ’ｄ’
ｃｄ

 
２土

１土

０ １ｍ

１

２

土層説明

１．褐色土　　表土。

２．暗灰色土　砂礫層。径５cm以下の石が主体。
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土層説明

１．褐色土　　表土。

２．暗褐色土　しまりあり。粘性ややあり。径１cm以下の石を少量含む。粘土を多量に含む。

３．暗褐色土　しまりあり。粘性やや欠。径２cm以下の石を少量含む。

４．暗褐色土　しまりややあり。粘性欠。砂礫層。径４cm以下の石を含む。

５．暗褐色土　しまりややあり。粘性ややあり。砂層。径３cm以下の石を含む。

６．暗褐色土　しまりややあり。粘性ややあり。

７．暗灰色土　しまりややあり。粘性ややあり。粗粒の砂層。

８．暗灰色土　しまりややあり。粘性ややあり。砂礫層。径１cm以下の石を多量に含む。
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第７- ７図　第４トレンチ１・２号土坑平・断面図（�/40）

第７- ８図　第４トレンチ１・４号溝平・断面図（�/40）

１号溝平・断面図

４号溝平・断面図
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土層説明

１．褐色土

２．暗褐色土　しまりあり。粘性やや欠。径４cm以下の石をやや多量に含む。

３．暗褐色土　しまりあり。粘性欠。粗粒の砂層。径３cm以下の石を少量含む。

４．暗褐色土　しまりあり。粘性やや欠。径５cm以下の石を含む。

５．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径２cm以下の石を含む。

６．暗褐色土　しまりややあり。粘性やや欠。径３cm以下の石を含む。

７．暗褐色土　しまりややあり。粘性欠。砂礫層。径８cm以下の石をやや多量に含む。

８．明褐色土　しまりあり。

９．青灰色土　しまりやや欠。粘性欠。砂礫層。径10cm以下の石をやや多量に含む。
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紀と推定される。調査地点の在家塚周辺では、確認されている遺跡が少なく、本試掘調査によって発見

された遺構が中世の集落跡の初見であり、御勅使川の流路変遷と扇状地扇央部の集落展開、そして在家

塚集落の歴史を考える上で重要な成果と言える。

　保護協議の結果、造成工事では山梨県が規定する保護層を確保し遺跡を盛土保存することで工事主体

者と合意し、工事が着工された。

第７-�0 図　第４トレンチ土坑平面図（�/40）

第７- ９図　第４トレンチ３号土坑および２・３号溝平・断面図（�/40）
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第７-�� 図　出土遺物（�/2・�/3）
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第１トレンチ全景（北東から） 第１トレンチ断面（北から）

第７- ２表　土器観察表

第７- ３表　鉄製品観察表

第７- １表　土坑計測表

土坑番号 形 径（cm） 長軸 (cm） 短軸 (cm) 深さ (cm)

17 円形 16 ー ー 8
18 円形 20 ー ー 10.5
19 楕円 ー 30 20 10
20 楕円 ー 28 24 11
21 円形 20 ー ー 9
22 円形 14 ー ー 9.5
23 ー ー ー ー 5
24 円形 14 ー ー 7
25 円形 12 ー ー 3.5
26 円形 10 ー ー 5.5
27 円形 20 ー ー 9
28 楕円 ー 34 24 20.5
29 ー ー ー ー 10.5
30 ー ー ー ー 6
31 楕円 ー 18 12 9

土坑番号 形 径（cm） 長軸 (cm） 短軸 (cm) 深さ (cm)

1 方形 ー ー ー 32.9
2 ー ー ー ー 20.4
３ ー ー ー ー 42.8
4 楕円 ー 27 22 6.9
5 ー ー ー ー 10.5
6 楕円 ー 35 28 14.5
7 円形 25 ー ー 7.9
8 円形 25 ー ー 11
9 ー ー ー ー 16.3

10 楕円 ー 32 22 7.8
11 円形 16 ー ー 8.5
12 円形 24 ー ー 7.5
13 円形 16 ー ー 5
14 円形 26 ー ー 8
15 円形 20 ー ー 15.5
16 楕円 ー 20 16 5.5

トレンチ

遺構名
番　号 種　別 器　種

法量（cm）
残存率

製作技法
胎土 含有物

色調　

外 / 内
焼成 注記番号 備考

口径 底径 器高 内側 外面

１Ｔ １ 土器 かわらけ （8.6） 4.8 1.8 1/2 ロクロナデ
ロクロナデ

回転糸切り
密

白色粒子、

金雲母
浅黄橙 良 ZT.1T.1 土

２Ｔ １ 土器 すり鉢 － － － 破片 やや密
白色粒子、

金雲母
黄橙 良 ZT.2T

４Ｔ

３溝
１ 土器 かわらけ （14.2） － － 1/4 ロクロナデ ロクロナデ 密

白色粒子、

金雲母
橙 良 ZT.4T.3 ミゾ

４Ｔ

３溝
２ 土器 かわらけ － 6.8 － 底部 1/2 ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切り
密

白色粒子、

金雲母
赤褐 良

ZT.4T.3 ミゾ、３

ミゾ -2
４Ｔ

３溝
３ 土器 すり鉢 － － － 破片 やや密

白色粒子、

金雲母
橙 良 ZT.4T.3 ミゾ

４Ｔ

３溝
４ 土器 すり鉢 － 14 － 底部 1/2 やや密

白色粒子、

金雲母
橙 良 ZT.4T.3 ミゾ -1

遺構名 番号 種類
法量（cm）

重量（g） 残存率 備考 処理番号
長さ 幅 厚さ

４Ｔ４溝 １ 鎌 21.5 4.8 0.7 150 完存 先端部がやや湾曲 34886
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第２トレンチ全景（東から） 第２トレンチ遺物出土状況

第３トレンチ全景（東から） 第１トレンチ作業風景

第 4 トレンチ全景（西から）
第 4 トレンチ１号土坑（北から）
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第 4 トレンチ３号溝（北から） 第 4 トレンチ４号溝（上から）

第 4 トレンチ土坑群（北から）
第 4 トレンチ作業風景

出土遺物

１Ｔー１土－１

４Ｔー 3 溝－２

２Ｔ

４Ｔー 3 溝－４ ４Ｔー 3 溝－３

４Ｔー 3 溝－１

４Ｔー４溝
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第１トレンチ

第２トレンチ
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８．坂ノ上姥神遺跡（第３地点）

調査地　　徳永 �72�-3
調査原因　個人住宅
調査期間　平成 2� 年１月８～ �7 日
対象／調査面積　500 ㎡／ �0.00 ㎡
調査概要
調査区は御勅使川扇状地扇端部に位置する。調査区

周辺の扇状地扇端部は市内でも遺跡が集中する地域で

あり、各種工事に伴う立会、試掘、発掘調査が行われ

ている。調査区の北東側に平成 15年度計画された宅

地分譲工事や平成 20年度に調査区東側に計画された

私立小学校建設工事に伴い、奈良～平安時代初頭の集

落跡が発見されている。

本試掘調査は、個人住宅建設工事に伴うものである。

個人住宅部分は遺構との保護層が確保できるため、調

査は掘削深度が深い浄化槽および浸透桝部分を対象に

トレンチを設定した。調査の結果、第１・２トレンチ

で遺構を確認したため、本発掘調査を実施した。

発見された遺構と遺物
第１トレンチ
第１トレンチでは、地表から約１ｍの地点から竪穴

住居址を１軒、溝状遺構を１条検出した。

１号住居址
遺存　遺存状態は比較的良好で、確認面から床面ま
で約 45cmを数える。

形状／規模　遺構が調査区域外に延びるため正確な形状および規模は不明であるが、南東角の形状か
ら隅丸方形を呈すると推測される。

床面　地山の明褐色土粘土層を利用している。顕著な硬化面は検出できなかった。
竃　東壁に造られている。北側の袖を一部検出しただけで、ほかの袖部および天井部は検出していな
い。竃内には厚さ約８cmの火床面が形成されていた。竃中央から直径 10cm、深さ６cmを測る土

坑を検出した。位置関係から支脚痕と推測される。

土坑　住居址南側に造られている。検出した範囲で長さ 40cm、深さ８cmを測る。覆土は暗褐色土
で焼土、炭化物を多量に含む。竃からの流入と考えられる。

遺物	 竃内を中心に甲斐型の坏、皿、甕片が出土した。１、２は土師器の坏である。３は土師器の皿
で竃の中央に伏せられた状態で検出した。４は甕の口縁部片である。

時期	 土師器の坏１と２および皿の３から宮ノ前Ⅷ期、９世紀末から 10世紀初頭に比定される。
溝状遺構
　検出した部分が一部であるため、遺構の全体像は不明である。土坑が連続している可能性があるが、

南北へ伸びるその形状から本報告では溝状遺構とした。遺構のほとんどの部分が調査区外にあるため、

第８- ２図　坂ノ上姥神遺跡トレンチ配置図

（�/500）

第８- １図　調査地位置図



土層説明

１．褐色土　　耕作土。

２．暗褐色土　しまりややあり。粘土ややあり。径１cm以下の石を含む。

３．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。明褐色土を含む。

４．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。焼土を少量含む。

５．黒褐色土　しまりややあり。粘性あり。焼土、炭化物を含む。

６．赤褐色土　しまりあり。粘性ややあり。焼土。

７．明褐色土　しまりあり。粘性あり。暗褐色土を少量含む。

８．明褐色土　しまりあり。粘性あり。

９．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。焼土を少量含む。

10．明褐色土　しまりあり。粘性あり。暗褐色土を含む。

11．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。焼土、炭化物をやや多量に含む。

ａａ’
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土層説明

１．暗褐色土　しまりあり。粘性ややあり。焼土を少量含む。明褐色土を含む。

２．黒褐色土　しまりややあり。粘性あり。焼土、炭化物を含む。

３．赤褐色土　しまりあり。粘性ややあり。焼土を多量に含む。炭化物を少量含む。

４．赤褐色土　しまりあり。粘性ややあり。焼土。

５．暗褐色土　しまりあり。粘性ややあり。焼土、炭化物をやや多量に含む。

土 1

１住

１溝

第８- ３図　第１トレンチ平・断面・エレベーション図、１号住居址竃断面図（�/20）

３ ２ １

３ ２ １
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－ 66 － － 67 －

形状、規模、深さは不明である。遺物は検出していない。

第２トレンチ
　第２トレンチでは、地表から 80mの地点から溝状遺構を１条、土坑を２基検出した。

溝状遺構
溝状遺構は南北へ走っている。北・南側が調査区外へ延びているため、その形状や規模は不明である

が、底面から確認面までの深さは約 32cmを数える。遺構の北側の覆土中には約８～ 22cmの石が集

中して出土し、その中で人獣判別不明の骨片を検出した。溝状遺構の覆土は暗褐色土である。

１

２

３
４

第８- ４図　第１トレンチ１号住居址掘方平面図（�/20）

第８- ５図　第１トレンチ出土遺物（�/3）

第８- １表　坂ノ上姥神遺跡土器観察表

０ 10㎝

１/３

トレンチ

遺構名
番号 種　別 器　種

法量（cm）
残存率

製作技法
胎土 含有物

色調　

外 / 内
焼成 注記番号 備考

口径 底径 器高 内側 外面

１Ｔ

１住
１ 土師器 坏 11.1 4.3 4

完形、

口縁一部欠損
暗文

ロクロナデ、

ヘラケズリ
密 赤色粒子 明赤褐 良 SU3.1T. 住 .8.17.18

１Ｔ

１住
２ 土師器 坏 － 5 － 1/4

ロクロナデ、

ヘラケズリ
密 赤色粒子 橙 良 SU3.1T. 住 .3

１Ｔ

１住
３ 土師器 皿 13.3 5.2 2.5 完形 ロクロナデ ロクロナデ 密 赤色粒子 橙 良 SU3.1T. 住 .1 歪みあり

１Ｔ 4 土師器
甲 斐 型

甕
－ － － 破片 ヨコハケ タテハケ やや粗

黒色粒子、

金雲母
赤褐 普通 SU3.1T
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１

２

３

４

５

６

ｃ
315.3ｍ
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土層説明

１．褐色土　　耕作土。

２．暗褐色土　しまりややあり。粘性あり。径１cm以下の石を含む。

３．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。明褐色土をわずかに含む。

４．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。明褐色土、ブロックを含む。

５．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。明褐色土を少量含む。

６．暗褐色土　しまりあり。粘性あり。明褐色土をやや多量に含む。
０ 0.5ｍ

ｄ
314.7ｍ

ｄ’

－ 66 － － 67 －

２土

１土

第８- ６図　第２トレンチ平・断面図、　土坑エレベーション図（�/20）

第８- ２表　土坑計測表

土坑番号 形 径（cm） 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考
� 円形 30 － － �3.7
2 － － － － （8.�）



－ 68 － － 6� －

第１トレンチ１号住居址全景 第１トレンチ１号住居址竃

第１トレンチ１号住居址竃遺物出土状況 第１トレンチ１号住居址掘方全景

第２トレンチ全景（北から） 第２トレンチ溝状遺構完掘状況（北から）



－ 68 － － 6� －

第２トレンチ溝状遺構断面（北から）

作業風景 作業風景

第２トレンチ溝状遺構（東から）

出土遺物

１Ｔ－１住－１ １Ｔ－１住－２

１Ｔ－１住－３ １Ｔ－４
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ふ　り　が　な

所　収　遺　跡

ふ　り　が　な

所　在　地
コード

北　緯

　°　′　″

（世界測地系）

東　経

　°　′　″

（世界測地系）

標高

（m）
調査期間

調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号

東
ひ が し く ぼ エ ー

久保Ａ・東
ひ が し く ぼ ビ ー

久保Ｂ・

古
ふ る や し き い せ き

屋敷遺跡
中
な か の

野 2576 他 ��208

KG － 223、

KG － 224、

KG － 234

35° 35′ 50″ �38° 26′ 30″ 4�4
2008 年５月 � ～ �6 日、

６月 �� 日
25�.04

ク ラ イ ン ガ

ルテン

坂
さ か の う え う ば が み い せ き

ノ上姥神遺跡

（第２地点）
徳
とくなが

永 �7�7 他 ��208 HT ー 40 35° 3�′ �5″ �38° 2�′ �3″ 3�3

2008 年６月２～７日、

2008 年 �� 月 �� 日 ～

�2 月 �� 日

�22.6� 私立小学校

溝
み ぞ ろ ぎ み ち う え だ い ご い せ き

呂木道上第５遺跡 十
と お か い ち ば

日市場 ��54 ��208 WK ー 83 35° 36′ 3�″ �38° 28′ 20″ 28� 2008 年 6 月５、６日 58.00 社屋建設

東
ひがしでぐちいせき

出口遺跡 下
し も み や じ

宮地 624、625-� ��208 KG － �3� 35° 36′ �8″ �38° 28′ ��″ 276
2008 年 ８ 月 �� ～ �3

日
34.28 病院建設

椿
つばきじょうあと

城 跡 上
う え の

野 345-� ��208 KG － 222 35° 35′ 48″ �38° 26′ 25″ 4�2

2008 年 �0 月９日、�4

～ �7 日、27 日、�� 月

７日

�3.50
範 囲 確 認 調

査

江
え ば ら い せ き

原遺跡 江
え ば ら

原 �26�-� ��208 KS － 27 35° 36′３″ �38° 28′ ��″ 272
2008 年 �0 月 �4 日、

2� 日、�� 月７日
40.00 工場

在
ざ い け づ か

家塚・竹
た け の は な い せ き

之花遺跡 在
ざ い け づ か

家塚 20、2� ��208 SN ー 26 35° 37′ 55″ �38° 28′７″ 324

2008 年 �� 月 �7、�8 日、

200� 年 � 月 27 ～ 30

日

76.0�
宅地造成（分

譲住宅）

坂
さ か の う え う ば が み い せ き

ノ上姥神遺跡

（第３地点）
徳
とくなが

永 �72�-3 ��208 HT ー 40 35° 3�′ �5″ �38° 2�′９″ 3�5 200� 年１月 8 ～ �7 日 �0.00 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東久保Ａ・東久保Ｂ・古

屋敷遺跡
散布地・集落地 縄文中期

住居址、溝状遺構、

土坑
縄文土器、土偶 縄文中期後半の縄文集落。

坂ノ上姥神遺跡

（第２地点）
散布地

奈良・平安時代

中世

住居址、溝状遺構、

土坑

土師器坏、甕

須恵器坏蓋、かわらけ

御勅使川扇状地の末端部の奈良・

平安時代および中世の集落。

溝呂木道上第５遺跡 散布地 弥生～平安時代
住居址、溝状遺構、

土坑
土師器坏、須恵器甕 御勅使川扇状地の末端部の集落。

東出口遺跡 散布地 平安時代 住居址、土坑
土師器坏、甕、羽釜

須恵器高台坏

御勅使川扇状地および滝沢川扇状

地上の平安時代集落。

椿城跡 城館跡 中世 地下式坑 茶釜
中世城址、寺院に分布する地下式

坑群。

江原遺跡 散布地 弥生～古墳 土坑 土師器
滝沢川扇状地上の古墳～平安時代

中心とする集落。

在家塚・竹之花遺跡 散布地 中世 溝状遺構、土坑 かわらけ、擂鉢、鉄製の鎌 御勅使川扇状地扇央部の中世集落。

坂ノ上姥神遺跡

（第３地点）
散布地 奈良・平安時代

住居址、溝状遺構、

土坑
土師器坏、皿、甕

御勅使川扇状地の末端部の奈良・

平安時代の集落。
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第２-３図　坂ノ上姥神遺跡トレンチ・遺構配置図（1/250）

未発掘の遺構 カクラン
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